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菅野敦志

「改革開放」に始まった中国の目覚しい経済発展は、近年世界中で中国語学習者を激

増させ (その数 2,500万人以上といわれる)、 日本でも空前の中国語翠 熱が続いている。

中国から文字を受容した日本は「漢字文化圏」の中にあるといえるが、周知の通り、同

じ 曜彗1」 でも中国硼 される 晴難妻」は日本のそれよりも全面的に簡略化された 晴

体字」である。そのような「簡体字」力棚 されることになった中国の言語政策とその

歴史に関しては、中国語の学習者なら誰でも最初に興味をかきたてられるはずであろう。

中国語学習者が増カロの一途をたどっていることからも、近現代中国における「中哺

(「普通話J)の成立過程に対する一般的な興味関心というものも低くはないと思われる

が、しかしながら、そのような中国の器 の歴史的変遷を通時的に扱った日本語に

よる研究書というのは、実はこれまで数えるほどしかなかったのである。

本書は、そのようなニーズに広く応えるような、近現代中国における言語政策を取り

扱った新鋭研究者による意欲的な研究書である。著者の博士学位請求論文がベースにな

つている本書は、若手による新しυ瑚隣成果として位置づけられよう。

本書の構成は次の通りである。

障

第 1章 中国における「標準語」。「共通語」

第 2章 中国大陸における初期の文字改革運動

第 3章 漢語のローマ字表記法

第 4章 漢字の簡略化

第 5章  「共同語」とその他の言語との関係

第 6章 中国における言語政策と「助 概念

終章
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第 1章及び第2章は、主として先行研究のまとめを中心に、近現代中国における言語

政策の濫腸といえる部分を紹介している。第1章では、際準語J。「共通語」の定義を明

確にしたうえで、本書ではそれらの語よりも中国語である「共同語」という語を研究用

語として使用する適切性を明示し、中国における「共同語」名称の歴史的変遷について

論じている。第2章では、中国大陸における初期の文字改革運動について、幕末から明

治期の日本における国語国字問題、すなわち、上田万年らに代表されるような日本にお

ける「国語」改革やローマ字論争が中国にどのように伝播し、また、輸入された「国語」

思想が近代中国において萌芽しつつあつた「国家」概念とどのような理念的な繋がりを

持ちながら発展していつたのかを、中華民国建国当初の動きから明ら力1こ している。第

3章と第 4章は、本書が副題に挙げている「文字改革」を扱つた主要部分であり、ここ

からが本書が重点を置く「本題」である。第3章では漢語のローマ字表記法について、

「国語ローマ字」、「ラテイ晰 文字」、「漢語ピンイン方案上の成立過程を紹介し、続い

て第 4章では簡略漢字である「簡体字」がどのような社会的必要性、及び歴史的経緯の

下で採用され、発展を遂げてきたの力勁ヾ紹介されている。第 5章は、著者が本書の「特

色」とする部分であるが、言語政策に関する法令を手がかりとして、戦後の中国大陸で

は「普通話」、台湾では戦前の中国大陸と同じ「国語」の呼称を使用した国家の「共同語」

と、国家内部のその他の言語との関係性について論じている。第 6章では、言語政策と

民族政策との関係について、中華民族概念と中華文化との関係性から、中国という国民

国家における一民族と一言語の関係について論じている。最後の終章ではまとめとして、

本書が最初に提起した「連続l■」というキーワードをもとに、中国 (中華民国、中華人

民共和国 の言語政策について検討し、総括を行つている。

本書の分析を通じて著者は、「地域としての連続l■」と「国家 (体制)と しての連続山

とぃう二つのキーワードを挙げて「近現代中国における言語政策の特徴」の提示を試み

ており、この指摘は示唆的であつた。ここで著者は「地域としての連続l■」の「助

とは、あくまで「中国大国 に限定したうえで、国民党時代も戦後の共産党時代も、外

圧や内戦、地方の自立志向の高まりによる「国家分裂の危険陶 が存在し続けるな力、

「国語」や「普通話」といつた「一言語」の推進によつて国民国家を維持しようとする
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傾向があつたのであり、それが、政権が変わつても中国における「地域としての動

として確認できる点である、とする。つまり、国民党政権による「国語統一」政策のみ

ならず、その後の共産党政権の言語政策に至っても、「多民族国家」を自称し、自治区な

どにおける「各少数民族言語の尊重」を提唱し将来的な文字の「ローマ割 口 を理想と

して掲げつつも、結局は簡体字による「普通話の普及 が最終的に達成すべき目標とさ

れたように、「一言語」の推進が重視されてきたのである。政権が交代しても、広大な領

土と人民を治める手段としては、結果的に 曜滸による国家統一」力港旨向されたのであ

り、甲轟手」という中華文化による統合に依拠せぎるを得なかつた中国という地域におけ

る言語政策の特性がここから理解できるのである。

一方の「国家 α喘1)と しての動 については、あくまで「中華民国」(大陸及び

台湾 に限定したうえo日 本から輸入された、「国家」思想と不可分である「国語」思

想が継承され続けたことが「中華民国」の言語政策における特性であつた、と指摘する。

つまり、「国家の統一」には「国語の統一」が不可欠という、「国語」を国家統一の象徴

として絶対視する̀
思考様式が強く内在化されていたために、一貫して「国語」のみによ

る一元的な言語政策の実施が正当化されたのである。櫛 1こ中華民国政府は、とりわけ

台湾への中央政府の移転後、「大陸反政」のためにも必要とされる「民族感晴の統一」を

「国語統一Jでもつて達成しようとした感があり、そこには終始「国家統一の期 と

しての「国語」のみを積極的に普及させようとした、中華民国政府の言語政策の特性が

見受けられる。このように、陽帥動、そして「国家」としての連続性というキーワード

を設定することで、近現代における「中国」の言語政策の特徴を包話的に把握し、理解

しようとしたことが本書のユニークな点であると感じられた

だが、本書の最大の功績を挙げるとすれiよ 執筆にあたつて著者が「最も注意を払っ

た」と記しているように、近現代中国の言語政策の流れを、通常において別個の研究対

象として扱われがちである戦後の「中華民国」、つまり「台湾」をも含めて同時に論じた

ことであろう。従来の研究書、とりわけ人文科学においては、戦後の中国と台湾を一つ

の研究枠組みの中で彦 1こ比較・分析したものは少なかつたが、しかし、高度な民主化

を達成し、近年では経済的にも中国大陸との繋がりを深めている台湾という「事実上の

中国の分裂国家」を並列して検討することは、学術研究としては非常に価値のあるもの

と思われる。両地域を同時に分析することは、研究上の量的・質的な負担ゆえに、これ

まであまり行われてこなかつた研究手法であつたといえるが、本書はその困難に対して

果敢に取り組み、広義の「中国」としての両地域における言語政策の歴史的変遷を比較
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の視座をもつて論じたことが本書の最大の長所であると思われる。

だが、中国と台湾の双方を比較するという作業は、片方のみを扱つた場合に比べて分

析の精度を低下させる危all■藝 んでぉり、残念ながら本書もこの点を勉れ得なかった。

中国大陸と台湾を同時に比較したいという著者の意欲は評者も高く評価したいが、その

ことに起因する分析・記述の曖味さや粗雑さが目立った。しかし、ここでは紙幅の都合

もあるため、評者が戦後台湾の文化政策を研究テーマとする立場から、台湾を扱つた箇

所の中から一つだけ指摘をしておくこととしたしヽ

本書の副題にもあり、著者が力点を置いている「文字改革」の部分であるが、台湾を

含めて論じられていることが「本書の特徴」とされているように、本書では戦後台湾に

おいても「文字改革」実現の可能性が歴史的に存在したとして、1950年代初頭の漢字の

簡略化の動きについて触れられている。商 |こ、日本語による研究書で台湾における文

字改革論議に触れたものはほとんど存在しなかつたため、その意味において本書の持つ

意義は少なくないといえる。しかし、これは台湾の学界から見れば新しい発見というわ

けでもなく、また、本書では 1950年代の動きを簡単に紹介するに止まり、台湾における

文字改革が挫折するに至る経緯やそれ以降の動向といつた部分に関してほとんど検討さ

れていなVヽ 台湾におけるこの一連の「文字改革」論議を評者は「簡体字論争」と称し、

論稿「台湾における 陥 体字論争』一国民党の『未完の文字政革』とその行方司  (『 日

本台湾制 第 6号、2004年 5月 、66→2ペーう にまとめているのでその詳細につ

いては拙稿を参照されたいが、「文字改革」を副題に据えた本書だからこそ、中国大陸だ

けでなく台湾の文字改革の動きも、より具体的な史料を使って分析してほしかつた。

以上のような点を挙げたが、既に述べたように、本書は中国と台湾双方における言語

政策を一冊に凝縮させ、歴史的。政策的な連続性を踏まえつつ論じきつたところにその

価値があると思われる。また、学術的な形式をとりつつも、■般の読者にも読み易いス

タイルで割 ,していることも評価できる。本書は、言語政策という比較的新しし鰤

域の中でも、日本において研究蓄積の少なかつた「中国の言語政策」というテーマに正

面から意欲的に取り組んだ研究として、今後当該地域の言語政策研究を志す多くの学徒

にとつて格好の入門書として参照されていくのではないだろう力、

(早稲田大学大学院アジア太平洋研究科)
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